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論文内容の要旨
Cを節約可能複素代数群とする。この論文ではG加群B上の代数的Cベクトル東でBのO上でのファイノfー
がG加群Fとなるものについて考える。このようなベクトノレ束の同型類の集合をVECr;(B，めとする。目
標はVECG(B，め の元を一つのG1J日群の部分多様体として実現することである。 G加群B上のロJ微分Gベ
クト Jレ東は自明であるがVECr.(B， F)の中には自明でないものが存在することが1989年Schwarzにより
発見された。 -h自明でないVRCG(R，めの元の中にはその全主主聞が表現と同値でないアフィン'4問上
のG作用の例となるものもあることがBassとHaboushにより知られていたので線型性問題への反例とも
なった訳であるがその後発表されたKraftとSchwarzの結果はBの代数的商空間が l次元のときベクトル
束を貼り合わせ写像の同値類として分類したものであったのでその全空間を実際に記述したいというのが
動機である。 VECr;(B， 1つの研究はもう一方で析田-Petrieの方法がある。この方法はC加群Bトの代数的
Gベクトル東は安定的に自明であるというBassとHaboushの結果を根拠にしてベクトル束をひとつの自
明東から安定的に自明になるときWhitney手uで加える自明束への全射の核とみなし全射の同値績として
V.eC(B，F')の部分集合を調べるものである。この方法法-は全空間をG加群の中に実現するという手I)}#有手、があるo
しかし
は具体的に知られていなかつfたこ。この論文ではベクトノレ束を柿W-Petrieの方法で記述する。つまり自明
東聞の全射を構成することによりG加群の中に令空間を実現する。全射の構成法はSL(21ベクトル東を実
現したとき発見したものであるがもっと一般の場合にも応用できることが判った。この構成法により全射
の桜として実現されたベクトル束はその貼り伶わせ写像が行列係数の形式的べき級数で表わせ特別の分解
を持つことが示される(~ 1)。逆に 2枚の開集合からなるBの被覆上で白明となるベクトル東の貼り合
わせ写像がこの分解を持てば我々の構成法が使えることは明らかなので.貼り合わせ写像がこの分解を持
つための十分条件を調べた(~ 2定理2)。更に貼り合わせ写像がこの十分条件を充たす場合の令射の値
域となるG加群のモデルを勺えた(~ 3)。以上の一般論を次の場合に適用するo
(1) G=SO(n)， B= V， F= V" (2)ο=SLCη)， B= V七F=V"
(3) G=SL(n)， B-= VOV-， F= ¥1"
ここでVはCの自然な表現としV'をその共役表現， v.‘をVのCartan積とする。これらのVECr;(B，F)の構
造はKraflとSchwarzの結果で知られていたが我々のh法でγECr;(R，めのすべての元を同ーのC加群の
中に実現することができる。更に同ーのG加群の巾に実現することができたので上記VどC;(R， F)の普遍
ベクトル京も同椋の全身Jの核として構成できるc これにより普遍ベクトル東から誘導されるCベクトル点
19 
はすべて同様に実現されることも判る。
論文審査の結果の要旨
19851，f頃， H.Bassは群作用の線形性問題に関連して「表現空間上の代数的Gベクトル束は自明かJと
いう問題 ([01変Serre問題)を提起した。ここで.Gは簡約複素代数計であるc 同様の問題が位相的また
は解析的カテゴりーでも考えられているが，共に肯定的に解かれている。これに反し，代数的カテゴリー
の上記の問題には反例がある。しかも，群Gが可換か非口j換で様相が異なる。実際， Qが可換ならば向変
Scrre問題は肯定的であるが.非可換ならば反~IJが非可算無限個ある。つまり， Gが非可換の場合.代数
的Gベクトル東のモジュライ空間が存在する。一方，全ての代数的Gベクトル束は，表現空間の部分多様
体として実現されることが一般論により判っている。
本論文では，不変式論，表現論を用いて，代数的Gベクトル束を表現空間の部分多様体として，具体的
に記述することを試みている。特に，群GがSL(n).SO(n)のとき，ある底空間上のGベクトル束をすべ
て具体的に記述することに成功している。これは，筆者が以前行ったG=SL(2)の場内(参考論文[1 })
の一般化である。また，底空間が1次元の代数的商を持つ場合， Gベクトル束の普遍東の存在が知られて
いる。この普遍束は，全ての代数的Gベクトルを集めたもので，言わば，代数的Gベクト Jレ束のモジュラ
イ空間に相当するものである。筆者は， 上述の群(】に対して，この普遍東の具体的記述も行っている。
底空間がJ(欠JL代数的商を持つ表現常聞の場合のGベクトル東の解析は.Schwarz及ひ:Kraれにより，
ベクト 1レ東の貼り合わせ関数の言葉で述べられており，ベクトル東が具体的に見えない。筆者は.貼り合
わせ関数の言葉でなしこれらを，表現空間の中の代数的部分多様体として.大域的かっ具体的に記述し
ている。しかも，その記述は簡明である。
以上のように本論文は，表現空間上の代数的Gベクトル東の具体的理解を促進するもので，この方面の
研究の発展に大きく貢献すると思われる。よって，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査し
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